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6.0

コースの
ねらい

自社内においてDXを推進するに当たり、製品やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、
組織、プロセス、企業文化・風土を変革する人材の育成方法を習得する。

基
本
要
素

「基本項目」 「主な内容」　

データの処理 （１）業務改革とDX

（３）リスキリングを活用

合計時間

・リスキリングとは。
・学び続ける環境の構築と課題の洗い出し

演習

・自社において必要とするDX人材の洗い出しと育成方針の作成
・研修、セミナー、eラーニング、資格取得、人材育成に関わる助成金等のご紹介
・DXリテラシー（業務効率化ツール：RPA、ウェブフォーム、文字起こし、生成AI等）体験演習

応用・実践要素

生産性向上支援訓練カリキュラムシート（６Ｈ）

実施機関名： 株式会社JMTC

B.組織マネジメント

組織力強化
DX人材育成の進め方

・自社における業務改革とDXに向けてのビジョン認識。
・業務改革とDXを推進するにあたり自社の課題の洗い出し
・全社員が取得すべきDXに関するリテラシーとは何か？身につけるべき知識や
技術について。
・DX推進に必要な人材ごとの役割と必要なスキルについて。
・DXリテラシー標準とDX推進スキル標準について学び、自社へ展開するにあた
り項目の選定・選択。展開に向けての課題の洗い出しと共有【ディスカッション】

2.0

2.0

2.0

・人材育成方針の検討と策定。
・人材育成の計画の検討と策定。
・必要なスキルの洗い出し、不足する人材の質と量の明確化。推進役の育成。
【ディスカッション】

ＤＸ人材の育成方法

（２）DX人材の育成方法の検討

・OJT、OFF-JT、外部組織等の活用を検討。
・体系的な育成フローの検討。育成に当たっての注意点。

（１）業務改革とDX
・DXを推進する人材像について。
・DX推進スキルとは何か。
・DXを推進する主な人材としてのパターンと、その役割と必要スキルについて。
・自社のDXを推進する人材の定義、役割、人材イメージについて洗い出しと共有
【ディスカッション】

（２）DX推進を進めるための社内体制

・DXを進めるために必要な基本的社内体制について。
・自社の推進体制についてビジョン共有、課題の洗い出し

（１）DX人材の育成内容の検討

DX推進を担う人材


